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鹿
児
島
県
志
布
志
湾
の
押
切
・
通
山
区
海
岸
、
柏
原
海
岸
は
、
海
岸
浸
食
が
激
し
く
、
一
九
九
八
年
以
来
、
鹿
児
島
県
の
県

単
事
業
と
し
て
毎
年
の
よ
う
に
多
額
の
県
費
を
使
っ
て
応
急
的
な
対
策
工
事
が
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
こ
は
白
砂
青
松
が
二
〇
㎞
以
上
続
く
日
南
海
岸
国
定
公
園
内
に
位
置
し
て
お
り
、
一
九
七
一
年
に
「
新
大
隅
開
発
計
画
」

が
発
表
さ
れ
た
折
り
に
は
、
地
元
で
大
き
な
反
対
運
動
が
起
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
計
画
は
修
正
さ
れ
な
が
ら
も
、

石
油
国
家
備
蓄
基
地
用
地
一
九
六
㌶
と
志
布
志
港
一
五
〇
㌶
が
埋
立
て
ら
れ
た
（
事
業
年
度
一
九
八
四
年
〜
一
九
九
三
年
）
。

こ
の
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、
基
地
の
東
側
及
び
南
側
の
海
中
か
ら
二
七
四
〇
万
�
の
海
砂
を
採
取
し
、
埋
立
て
に
使
っ
て
い

る
。
こ
の
海
砂
採
取
と
石
油
備
蓄
基
地
の
建
設
で
志
布
志
湾
内
の
潮
の
流
れ
が
変
わ
り
、
激
し
い
海
岸
浸
食
（
特
に
台
風
時
な

ど
に
は
大
き
く
進
行
）
を
招
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
、
今
日
で
は
海
岸
線
が
民
家
の
直
近
ま
で
迫
り
、
住
民
の
生
活

の
一
部
で
あ
り
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
で
も
あ
っ
た
美
し
い
浜
辺
は
無
残
に
削
り
と
ら
れ
、
見
る
影
も
な
い
惨
状
を
呈
し
て
い

る
。
海
岸
の
砂
浜
及
び
そ
れ
に
連
続
す
る
浅
海
域
等
、
自
然
環
境
の
保
全
は
国
民
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
に
資
す
る
重
要
な

要
素
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一



一

石
油
備
蓄
基
地
建
設
前
と
建
設
後
に
お
け
る
志
布
志
湾
内
（
特
に
押
切
、
柏
原
両
海
岸
周
辺
海
域
）
の
潮
流
の
方
向
、
流

速
等
の
変
化
の
有
無
、
変
化
が
あ
る
な
ら
ど
の
よ
う
な
変
化
か
、
海
況
の
科
学
的
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
説
明
願
い
た
い
。

二

地
元
住
民
ら
は
、
こ
れ
ら
の
海
岸
を
生
活
の
一
部
と
し
て
き
た
実
体
験
か
ら
も
、
こ
の
急
激
な
海
岸
浸
食
は
、
国
の
施
策

と
し
て
行
な
わ
れ
た
石
油
備
蓄
基
地
建
設
と
そ
の
用
地
埋
立
て
の
た
め
の
海
砂
採
取
が
原
因
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
県
に
よ

る
浸
食
防
止
の
応
急
工
事
な
ど
が
実
施
さ
れ
始
め
て
か
ら
の
鹿
児
島
県
議
会
に
お
い
て
も
、
幾
人
も
の
議
員
か
ら
、
こ
の
浸

食
の
根
本
原
因
は
何
か
、
石
油
備
蓄
基
地
建
設
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
や
議
論
が
度
々
行
な
わ
れ
て
い

る
。急

激
な
海
岸
浸
食
は
、
石
油
基
地
建
設
後
に
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
み
て
も
、
明
ら
か
に
国
家
石
油
備
蓄
基
地

建
設
が
そ
の
主
要
な
原
因
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

も
し
、
石
油
備
蓄
基
地
建
設
が
激
し
い
浸
食
の
主
要
原
因
で
は
な
い
と
い
う
な
ら
、

�

平
成
四
年
度
に
、
浸
食
の
「
恒
久
対
策
」
事
業
に
要
し
た
二
二
億
円
の
内
、
一
七
億
八
〇
〇
万
円
を
、
国
家
石
油
備
蓄

会
社
（
す
な
わ
ち
国
）
が
負
担
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
根
拠
に
も
と
づ
く
拠
出
か
、
説
明
願
い
た

い
。

二



�

基
地
建
設
後
に
起
こ
っ
て
い
る
急
激
な
海
岸
浸
食
の
進
行
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
、
そ
の
論
拠
を
科
学
的
に
明
ら
か
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三

仮
に
、
国
家
石
油
備
蓄
基
地
建
設
が
急
激
な
海
岸
浸
食
の
主
要
な
原
因
で
な
い
と
仮
定
し
て
も
、
影
響
が
皆
無
と
は
い
え

な
い
の
で
は
な
い
か
。
地
元
住
民
の
指
摘
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
国
と
し
て
そ
の
原
因
を
科
学
的
に
調
査
・
研
究
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

合
わ
せ
て
、
浸
食
防
止
の
措
置
に
つ
い
て
、
国
と
し
て
も
県
と
協
議
す
る
な
り
し
て
応
急
的
措
置
及
び
抜
本
的
な
対
策
に

つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


